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12年ぶりに人吉球磨地
域で開催された「第72
回熊本県民体育祭人吉
球磨大会」で試合に挑
む人吉市代表の空手道
選手。各会場で実施さ
れた大会の様子は４・
５㌻をご覧ください。

人吉で輝いている人

人
吉
球
磨
地
域
で
12
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
た
「
第
72
回
熊
本
県
民
体
育
祭
人

吉
球
磨
大
会
」（
以
下
、
県
体
）。
今
大
会
の

ク
レ
ー
射
撃
で
、
団
体
・
個
人
の
ダ
ブ
ル
優

勝
を
果
た
し
た
の
が
横
山
さ
ん
だ
。
横
山
さ

ん
は
、
50
発
中
47
発
命
中
さ
せ
る
と
い
う
驚

異
的
な
成
績
を
残
し
た
。

　

父
親
が
狩
猟
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
狩
猟
に
興
味
が
あ
っ
た
横
山

さ
ん
は
、
二
十
歳
の
と
き
に
狩
猟
免
許
を
取

得
。
免
許
を
持
つ
兄
と
一
緒
に
山
に
行
き
、

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
捕
獲
し
て
い
た
。
ク

レ
ー
射
撃
を
始
め
た
の
は
約
20
年
前
。
先
に

始
め
た
兄
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。

ク
レ
ー
射
撃
と
は
、
投
射
機
か
ら
空
中
に
放

た
れ
る
「
ク
レ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
素
焼
き
の

皿
を
、
散
弾
銃
で
撃
ち
落
と
す
競
技
。
本
来

県
体
で
は
、
一
人
１
０
０
発
撃
っ
た
点
数
で

競
う
が
、
今
回
は
、
台
風
の
影
響
で
１
日
だ

け
の
開
催
と
な
り
、
50
発
勝
負
と
な
っ
た
。

　

団
体
は
、
選
手
３
人
の
合
計
点
で
採
点
。

人
吉
市
は
角か
く
は
た畑
千
穂
子
さ
ん
（
鶴
田
町
）
を

監
督
に
、
横
山
さ
ん
と
岩い
わ
み
ず水
昭あ

き
の
り憲
さ
ん
（
瓦

屋
町
）、
地ぢ
う
ち内
幹も

と
ひ
ろ博
さ
ん
（
井
ノ
口
町
）
の

３
人
で
挑
み
、
若
手
の
活
躍
も
あ
っ
て
見
事

優
勝
。
団
体
優
勝
は
８
年
ぶ
り
で
、
横
山
さ

ん
は
５
回
目
の
個
人
優
勝
を
果
た
し
た
。

　
「
ク
レ
ー
を
捕
ら
え
て
撃
ち
、
粉
々
に
割

れ
た
時
の
爽
快
感
が
魅
力
」
と
話
す
横
山
さ

ん
。「
開
催
地
で
優
勝
で
き
て
満
足
。
多
く

の
人
に
一
度
は
ク
レ
ー
射
撃
を
見
て
も
ら
い

た
い
。
上
林
町
の
射
撃
場
か
ら
発
砲
音
が
聞

こ
え
た
ら
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
」

人吉で輝いている人

▲県体の競技中、銃をしっかり構えて集中
　しクレーを狙う横山さん

▲県体での優勝を松岡市長に報告する人吉 
　市の選手の皆さん

第 72 回熊本県民体育祭人吉球磨
大会のクレー射撃で優勝した

横山 知加志さん
（上林町）

よこやま ちかし
昭和31年10月11日生まれ。B型。兄と姉がいて
横山さんは３人きょうだいの末っ子。球磨郡山江
村の出身で、山江小・中学校を卒業後、車の整備
や営業をする仕事に就き、現在は保険業の仕事を
している。平成２年ごろに市内に山江村から引っ
越してきた。狩猟免許を持ち、鳥獣の駆除を行う
人吉市鳥獣被害対策実施隊に所属。隊員として、
市内の山に出向き、イノシシやシカの駆除に貢献
している。

地
元
開
催
で
団
体
と
個
人
の

ダ
ブ
ル
優
勝
を
獲
得
！

PICK UP NEWS !

わがまちの歴史的建築物を活用

市役所カルチャーパレス仮本庁舎で締結式が行われ、四者の代表が協力・連携を確認
（上）／各代表がそれぞれ協定書にサイン（下右）／協定書を手にし、四者そろって
記念撮影（下左）

　

人
吉
市
は
、
株
式
会
社
Ｎノ

オ

ト

Ｏ
Ｔ
Ｅ
と
株

式
会
社
肥
後
銀
行
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
熊
本
支
社
の
３
社
と
「
人
吉
市
に
お

け
る
歴
史
的
建
築
物
活
用
に
関
す
る
連
携

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
8
月
28
日
に

行
わ
れ
た
締
結
式
で
松
岡
市
長
は
「
人
吉

の
活
性
化
に
は
歴
史
的
建
築
物
の
活
用
が

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
。
専
門
分
野
の
方
々
と

連
携
し
て
地
域
の
価
値
を
高
め
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

こ
の
協
定
で
四
者
は
互
い
に
協
力
し
、

本
市
に
眠
る
古
民
家
な
ど
の
歴
史
的
建
築

物
を
活
用
し
た
街
並
み
整
備
や
農
村
集
落

活
性
化
、
観
光
振
興
、
事
業
に
関
連
す
る

人
材
育
成
、
情
報
発
信
を
行
い
、
地
域
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。
今
後
は
、
Ｊ
Ｒ
肥

薩
線
沿
線
な
ど
の
古
民
家
を
レ
ス
ト
ラ
ン

や
商
業
施
設
、
宿
泊
施
設
と
し
て
改
修
し

活
用
す
る
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
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４

第
72
回

熊
本
県
民
体
育
祭
人
吉
球
磨
大
会

12
年
ぶ
り
に
人
吉
球
磨
で
開
催

１_ 総合開会式で入場行進する人吉市選手団　 ２・3_ 団体優勝を果
たしたクレー射撃とボウリング　4_ バドミントン　５_ 準優勝の空
手道　6_ 弓道　7_ 卓球　８_ 軟式野球　９_ サッカー　10_ クレー
射撃　11_ バスケットボール　12_ 水泳男子も準優勝　13_ ソフトテ
ニス　14_ アーチェリー　15_ バレーボール　　

　
「
相
良
７
０
０
年　

悠
久
の
流
れ
に

競
え
力
と
技
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
９
月

16
日
、
人
吉
球
磨
地
域
を
会
場
に
開
催

さ
れ
た
第
72
回
熊
本
県
民
体
育
祭
。
２

日
間
の
予
定
で
し
た
が
台
風
18
号
の
接

近
で
日
程
と
競
技
内
容
を
変
更
し
１
日

だ
け
の
開
催
に
。
そ
の
た
め
陸
上
競
技

と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
柔
道
、
剣
道
、
相

撲
、
銃
剣
道
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
吉
市
選
手
団
は
、
種
目
別
で
は
ク

レ
ー
射
撃
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
優
勝
、
水

泳
男
子
と
空
手
道
が
２
位
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
男
子
が
３
位
と
い
う
素
晴
ら

し
い
結
果
で
し
た
。
そ
れ
以
外
の
競
技

で
も
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
総
合
成
績
は
前
回
か
ら
６
つ
順
位

を
上
げ
５
位
の
好
成
績
で
し
た
。
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麓町本庁舎の思い出 人吉市役所麓町本庁舎閉庁特集

人吉市役所麓町本庁舎閉庁特集

55年の思い出をいつまでも

55年の思い出をいつまでも

　昭和 37 年３月 31 日に完成した「人吉市役所麓町本庁舎」。完成から 54 年が過ぎた昨年４月、麓
町本庁舎は熊本地震の影響で倒壊の危険が高まり使用できなくなりました。熊本地震から１年が過
ぎ、本年度中に解体に着手することが決定。この特集では、解体を控えた麓町本庁舎の 55 年の思
い出を振り返ります。

市
の
歴
史
を
見
届
け
た
55
年

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
麓
町
本
庁
舎

は
、
木
造
が
主
流
だ
っ
た
完
成
当
時
と
て
も

珍
し
く
、
近
代
的
な
建
物
で
し
た
。
庁
舎
建

設
は
昭
和
35
年
か
ら
本
格
的
に
始
動
。
昭
和

36
年
６
月
22
日
に
地
鎮
起
工
式
を
実
施
し
、

約
９
カ
月
後
の
昭
和
37
年
３
月
31
日
に
完
成

し
ま
し
た
。
落
成
式
は
、
同
年
５
月
１
日
に

市
政
施
行
20
周
年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
歴
史
と
共
に
過
ご
し
た
麓
町
本
庁
舎

で
す
が
、
昨
年
４
月
の
熊
本
地
震
で
、
以
前

か
ら
危
険
と
さ
れ
た
庁
舎
の
耐
震
性
が
よ
り

低
下
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。こ
れ
を
受
け
、

庁
舎
内
の
窓
口
や
事
務
室
を
移
転
し
、
麓
町

の
庁
舎
は
立
ち
入
り
禁
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
と
し
７
月
に
新
市
庁
舎
の
基
本
設
計
が

決
定
し
、
同
時
に
麓
町
本
庁
舎
の
本
年
度
中

の
解
体
着
手
も
決
定
。
10
月
29
日
㈰
に
は
麓

町
本
庁
舎
の
閉
庁
式
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

麓
町
本
庁
舎
の
思
い
出
を
忘
れ
な
い
た
め

に
、
市
民
の
方
の
声
や
写
真
な
ど
で
庁
舎
55

年
の
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

木
造
の
旧
市
庁
舎
の
頃
、
臨
時
職
員
と
し

て
昭
和
29
年
か
ら
３
年
間
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
退
職
５
年
後
に
現
在
の
庁
舎
が
完
成
。

完
成
後
に
市
職
員
の
友
人
に
会
い
に
行
く
こ

と
が
あ
り
、
当
時
は
珍
し
か
っ
た
３
階
建
て

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
だ
っ
た
の
で

「
立
派
な
庁
舎
が
で
き
た
な
ぁ
」
と
思
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
62
年
の
選
挙
で
市
議
会
議
員
に
当

選
。
当
選
後
、
議
員
と
し
て
頻
繁
に
市
庁
舎

に
出
向
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
は
毎
回

の
よ
う
に
、
深
夜
ま
で
議
会
の
一
般
質
問
が

行
わ
れ
て
い
て
、
自
宅
よ
り
庁
舎
に
い
る
時

間
が
長
か
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

　

庁
舎
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

３
階
の
委
員
会
室
か
ら
見
え
る
相
良
護
国
神

社
周
辺
の
桜
風
景
。
３
月
議
会
が
終
わ
っ
て

ホ
ッ
と
し
た
時
に
満
開
の
桜
を
見
て
、
心
を

和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
麓
町
本
庁
舎
は
６
期

24
年
を
過
ご
し
た
議
員
活
動
の
拠
点
だ
っ
た

場
所
。
と
て
も
な
じ
み
深
い
場
所
で
す
。

　

昭
和
36
年
に
麓
町
本
庁
舎
前
に
家
族
で

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
庁
舎
の

建
設
中
で
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
職
人
さ
ん
が

仕
事
を
し
て
い
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

当
時
は
印
刷
業
と
し
て
市
役
所
の
書
類
な

ど
の
印
刷
を
請
け
負
っ
て
い
て
、
頻
繁
に
庁

舎
に
出
向
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
印
刷

業
か
ら
食
堂
に
切
り
替
え
、
昭
和
53
年
か
ら

食
堂
「
大
手
門
」
を
開
店
。
冷
や
し
中
華
や

ミ
ン
チ
カ
ツ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
を

作
り
、
市
職
員
や
市
議
会
議
員
さ
ん
な
ど
多

く
の
人
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

出
前
も
し
て
い
た
の
で
、
毎
日
の
よ
う
に

庁
舎
へ
。
職
員
の
ほ
と
ん
ど
が
知
り
合
い

だ
っ
た
の
で
、
出
前
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た

り
話
し
を
し
た
り
と
楽
し
か
っ
た
で
す
よ
。

　

今
は
麓
町
を
離
れ
ま
し
た
が
、
近
所
に
住

ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
庁
舎
の
思
い
出
は

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
庁
舎
が
無
く
な
る
と

寂
し
い
で
す
が
、
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
大
切

な
場
所
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

市
議
時
代
の
活
動
拠
点
だ
っ
た
庁
舎

思
い
出
が
詰
ま
っ
た
大
切
な
場
所

　

昭
和
26
年
１
月
31
日
付
け
で
市
役
所
に
技

術
職
と
し
て
入
庁
。
市
職
員
と
し
て
約
11
年

間
を
旧
市
庁
舎
、
22
年
間
を
麓
町
本
庁
舎
で

過
ご
し
ま
し
た
。麓
町
本
庁
舎
の
建
設
中
は
、

人
吉
城
歴
史
館
辺
り
に
あ
っ
た
建
設
省
の
八

代
工
事
事
務
所
人
吉
出
張
所
の
建
物
な
ど
、

数
カ
所
に
い
っ
た
ん
事
務
室
を
移
転
。
庁
舎

完
成
後
に
再
び
麓
町
に
戻
り
新
市
庁
舎
で
業

務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
熊
本
地
震
で
庁
舎
が
被
災
し
ま
し

た
が
、
麓
町
本
庁
舎
は
昭
和
40
年
と
54
年
に

水
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
43
年
２
月
に

は
え
び
の
地
震
が
発
生
。
発
生
時
は
庁
舎
内

に
い
ま
し
た
が
、
大
き
く
揺
れ
、
近
く
の
家

に
積
も
っ
た
雪
や
植
木
鉢
な
ど
が
地
面
に
落

ち
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
え
び
の
地
震

で
の
庁
舎
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
考
え
る
と
そ
の
時
に
少
し
傷
ん
だ
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
麓
町
本
庁
舎
が
好
き
な
の
で
、
庁
舎

が
解
体
さ
れ
る
と
寂
し
く
な
り
ま
す
ね
。

３
度
の
災
害
を
乗
り
越
え
た
庁
舎

立
たてやま

山 勝
かつのり

徳さん
（上林町）

黒
く ろ ひ じ

肥地 改
か い た ろ う

太郎さん
（下戸越町）

永
ながさと

里 都
み や こ

子さん
（木地屋町）

完成したばかりの市役所麓町本庁舎（昭和 37 年４月）

完成　昭和37年３月31日
建物延べ面積　3,577㎡
構造　鉄筋コンクリート
　　　造り３階建て
工事費　約１億380万円

人吉市役所麓町本庁舎
（完成時の概要）

profile
市役所臨時職員を経て国
鉄に長年勤務。昭和 62 年
から６期 24 年間市議会
議員を務める。人吉鉄道
観光案内人会長。

profile
庁舎前に住み、印刷業を
経て食堂「大手門」を開店。
ご主人が亡くなった後の
平成 16 年に閉店し、現在
は木地屋町に住んでいる。

profile
昭 和 26 年 か ら 33 年 間、
市職員として人吉市役所
に勤務。退職後は、郷土
の歴史研究家としてさま
ざまに活躍している。
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麓
町
本
庁
舎
の
歴
史

55
年
に
わ
た
り
市
政
を
見
届
け
た
麓
町
本
庁
舎
。「
人
吉
新
聞
」
や
「
広
報
ひ
と
よ
し
」
で
取
り
上
げ

た
記
事
や
写
真
か
ら
、
麓
町
本
庁
舎
と
人
吉
市
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

昭和35年
1960年

昭和36年
1961年

昭和37年
1962年

昭和38年
1963年

昭和43年
1968年

昭和47年
1972年

昭和49年
1974年

昭和54年
1979年

平成６年
1994年

５
月　

昭
和
35
年
か
ら
３
カ
年
の
継
続
事
業

　
　
　

と
し
て
市
庁
舎
建
設
起
債
申
込
を
県

　
　
　

と
南
九
州
財
務
局
（
現
在
の
九
州
財

　
　
　

務
局
）
に
提
出

１
月　

市
議
会
で
庁
舎
建
設
を
可
決

５
月　

入
札
で
施
工
業
者
決
定

６
月　

麓
町
本
庁
舎
地
鎮
起
工
式

３
月　

庁
舎
完
成

４
月　

旧
庁
舎
解
体
開
始

５
月　

市
制
施
行
20
周
年
記
念
行
事
の
一
つ

　
　
　

と
し
て
落
成
式
を
実
施

６
月　

庁
舎
正
面
玄
関
前
に
噴
水
池
造
り
工

　
　
　

事
開
始

４
月　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
完
成

７
月　

集
中
豪
雨
で
胸
川
が
氾
濫

８
月　

保
健
セ
ン
タ
ー
完
成
・
落
成
式

２
月　

電
算
シ
ス
テ
ム
稼
働
開
始

11
月　

庁
舎
正
面
玄
関
前
の
噴
水
池
解
体
工

　
　
　

事
開
始

10
月　

市
制
施
行
30
周
年
記
念
で
市
章
、
市

　
　
　

の
花
「
ウ
メ
」、
市
の
木
「
カ
シ
」、

　
　
　

市
の
鳥
「
ウ
グ
イ
ス
」
を
選
定

２
月　

え
び
の
地
震
が
発
生
し
、
人
吉
市
内

　
　
　

で
最
大
震
度
５
を
観
測

５
月　

文
化
セ
ン
タ
ー
完
成
・
落
成
式

▲木造２階建てだった旧市役所庁舎

▲昭和 36 年８月 1 日の広報ひとよし。
　地鎮起工式の様子を紹介している

▲昭和 53 年ごろ
　の市民課窓口

▲

庁
舎
で
初
め
て
の
火
災
訓
練
。
ハ
シ
ゴ
車

　

を
使
っ
た
訓
練
を
実
施
し
た
（
昭
和
55
年
） ▲庁舎の落成記念で作成したパンフレット（昭和 37 年）

▲庁舎正面玄関前にあった噴水池（昭和 52 年）

▲胸川が氾濫し庁舎前まで水があふれた（昭和 54 年）

▲庁舎正面の噴水池を撤去。舗装して
　駐車スペースを広げた（平成６年）

▲電算システム稼働開始。パソコンか
　ら住民票が出力可能に（平成６年）

▲昭和 37 年３月 29 日の人吉新聞。一面で庁舎完成を取
　り上げ、建物の詳細や部署の位置などを掲載している

▲
昭
和
63
年
２
月
18
日
の
人
吉
新
聞
の
一

　

面
。
現
在
の
人
吉
城
歴
史
館
付
近
に
あ

　

っ
た
文
化
セ
ン
タ
ー
に
、
教
育
委
員
会

　

が
麓
町
本
庁
舎
か
ら
移
転
。
執
務
室
に

　

入
ら
ず
廊
下
に
あ
ふ
れ
た
コ
ピ
ー
機
な

　

ど
が
な
く
な
り
、
庁
舎
内
が
す
っ
き
り

　

広
く
な
っ
た

▲

完
成
を
間
近
に
控
え
た

　

建
設
中
の
麓
町
本
庁
舎

協
力
：
株
式
会
社
人
吉
新
聞
社

人吉市役所麓町本庁舎閉庁特集 55年の思い出をいつまでも
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　市で現在進めている新市庁舎建設計画に伴
い、市役所麓町本庁舎は本年度中に解体・撤去
に着手することになりました。
　長年にわたり市勢発展の歴史を見届けてきた
麓町本庁舎への別れを惜しみ、感謝の意を示す
ために閉庁式を開催します。
　式には誰でも参加できます。市民の皆さんも
ぜひご参加ください。

期日　10月29日（日）

時間　午前 10 時～

場所　ふるさと歴史の広場内
特設会場

内容　○第一中学校吹奏楽部の演奏
　　　○松岡市長あいさつ
　　　○来賓あいさつ
　　　○市旗降納　など

問合せ　市総務課法制係
　　　　（☎２２－２１１１
　　　　　　　　内線２１１１・２１１２）

市役所麓町本庁舎の
閉庁式を開催します

平成15年
2003年

平成12年
2000年

平成27年
2015年

平成28年
2016年

平成29年
2017年

平成30年
2018年

平成33年
2021年

６
月　

人
吉
市
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
開
始

８
月　

市
議
会
議
場
で
「
第
１
回
子
ど
も
議

　
　
　

会
」
を
開
催

4
月　

人
吉
球
磨
地
域
の
日
本
遺
産
認
定
に

　
　
　

伴
い
市
庁
舎
に
看
板
設
置

４
月　

14
日
・
16
日
に
熊
本
地
震
発
生

５
月　

６
日
か
ら
麓
町
本
庁
舎
へ
の
立
ち
入

　
　
　

り
を
禁
止
し
、
９
日
か
ら
移
転
先
で

　
　
　

の
業
務
を
開
始

７
月　

人
吉
市
新
市
庁
舎
建
設
基
本
設
計
を

　
　
　

発
表

10
月　

旧
保
健
セ
ン
タ
ー
、
旧
勤
労
青
少
年

　
　
　

ホ
ー
ム
解
体
予
定

１
月　

麓
町
本
庁
舎
解
体
予
定

12
月　

新
市
庁
舎
工
事
予
定

４
月　

新
市
庁
舎
開
庁
予
定

▲「第１回子ども議会」として、市議会議場の議員席
　に座る児童たち（平成 12 年）

▲毎年仕事納めの日は、職員が念入
　りに庁舎内を清掃（平成 13 年）

▲１階正面玄関入り口では子ども
　たちの標語や習字が展示されて
　いたことも（平成 15 年）

▲庁舎正面に日本遺産認定後「祝 日本遺産認定」の
　看板を掛け認定を祝った（平成 27 年）

▲東日本大震災後、市役所に集まった救援
　物資を載せたトラックが庁舎から宮城県
　仙台市に出発（平成 23 年）

▲

友
好
都
市
・
静
岡
県
牧
之
原
市
と
の

　

交
流
50
年
を
記
念
し
、
市
長
公
室
で

　

首
長
同
士
が
テ
レ
ビ
電
話
で
近
況
を

　

報
告
し
合
っ
た
（
平
成
23
年
）

▲熊本地震発生後の５月に、麓町本庁舎内にあっ▲

た窓口や事務室をカルチャーパレスやスポー
　ツレス、西間別館に移転。移転作業には、球
　磨郡あさぎり町の職員と友好都市・静岡県牧
　之原市の職員の方々が応援に駆け付けた（平
　成 28 年）

▲

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
パ
ソ
コ

ン
で
市
議
会
の
中
継
を
見
る
こ
と
が
で

き
る「
人
吉
市
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
」

が
ス
タ
ー
ト
。
議
場
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
た
（
平
成
15
年
）

▲

机
や
書
類
な
ど
の
荷
物
が

　

運
び
出
さ
れ
た
庁
舎
２
階

▲約４年後に完成予定の新市庁舎イメージ

人吉市役所麓町本庁舎閉庁特集 55年の思い出をいつまでも
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公民館の備品整備で地域活性化
宝くじの社会貢献広報事業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備

品
や
集
会
施
設
の
整
備
な
ど
へ
の
助

成
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
、
下
戸
越
町
で
公
民
館
の

椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

８
月
27
日
に
行
わ
れ
た
ミ
ニ
サ
ロ

ン
で
は
、
新
品
の
テ
レ
ビ
を
使
っ
た

健
康
体
操
の
後
、
真
新
し
い
テ
ー
ブ

ル
で
昼
食
を
楽
し
む
な
ど
、
地
域
活

動
に
活
用
。
下
戸
越
町
内
会
長
の
原

憲
一
さ
ん
は
「
テ
レ
ビ
を
使
っ
た
健

康
体
操
な
ど
、
新
し
い
備
品
を
活
用

し
て
今
後
も
さ
ら
に
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

館内に展示されたくま川鉄道に関する資料を見る家族

　

く
ま
川
鉄
道
開
業
記
念
日
の
10
月

１
日
に
合
わ
せ
て
、
９
月
21
日
か
ら

Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

「
く
ま
鉄
小
さ
な
企
画
展
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

館
内
の
一
部
に
設
け
た
ス
ペ
ー
ス

に
、
く
ま
川
鉄
道
の
国
鉄
時
代
か
ら

近
年
ま
で
の
写
真
な
ど
約
20
点
を
展

示
。
国
鉄
時
代
に
走
っ
て
い
た
列
車

の
写
真
や
く
ま
川
鉄
道
開
業
当
初
の

列
車
運
行
図
表
、
記
念
乗
車
券
な
ど

貴
重
な
資
料
が
展
示
し
て
あ
り
ま

す
。
Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
毎
週
水
曜
日
が
休
館
日
で
入
場

は
無
料
で
す
。
企
画
展
は
10
月
24
日

㈫
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

くま川鉄道の歴史を展示中！
M

も ぞ か

OZOCAステーションくま川鉄道企画展
　

地
域
住
民
と
防
災
関
係
機
関
な
ど

が
防
災
体
制
確
立
と
防
災
意
識
向
上

を
図
る
た
め
、
９
月
24
日
に
市
役
所

西
間
別
館
な
ど
各
会
場
で
人
吉
市
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

人
吉
盆
地
南
縁
断
層
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
１
の
地
震

を
想
定
し
、
本
部
が
置
か
れ
た
市
役

所
西
間
別
館
と
各
支
部
や
指
定
避
難

場
所
を
結
び
、
情
報
伝
達
や
避
難
所

運
営
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

人
吉
高
校
で
は
、
負
傷
者
の
重
症
度

で
治
療
の
優
先
順
位
を
付
け
る
ト
リ

ア
ー
ジ
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
本
番
さ

な
が
ら
の
訓
練
に
参
加
者
は
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

トリアージタッグを使って負傷者を素早く識別

大規模地震災害に備えて
人吉市総合防災訓練

学生に熱く語りかける白石さん

　

７
月
に
人
吉
市
と
包
括
協
定
を
締

結
し
た
九
州
技
術
教
育
専
門
学
校

で
、
Ｉ
Ｔ
企
業
を
経
営
す
る
白
石

憲け
ん
せ
い正
さ
ん
を
招
い
た
講
演
会
が
９
月

９
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
仕
事
や
Ｉ
Ｔ
企
業
が
求
め
る
人
材

に
つ
い
て
、
白
石
さ
ん
が
経
営
す
る

株
式
会
社d

デ
ィ
フ
ィ
ー
ジ
ー

ifeasy

で
開
発
さ
れ
た

ソ
フ
ト
な
ど
の
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
し
た
約
50
人
の
学
生
た
ち

に
白
石
さ
ん
は
「
Ｉ
Ｔ
の
進
化
は
早

く
、
勉
強
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
が
で
き
る
の
で
頑
張
っ
て
欲
し

い
」
と
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

ITエンジニアの仕事とは？
福岡のIT企業CEOによる講演会

　

毎
年
春
と
秋
に
実
施
さ
れ
る
「
相

良
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
」
の
秋
の
一

斉
開
帳
が
９
月
20
日
～
26
日
に
人
吉

球
磨
地
域
に
点
在
す
る
各
札
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た

い
と
手
を
挙
げ
た
第
二
中
の
生
徒
29

人
が
札
所
の
参
拝
客
の
お
も
て
な
し

を
お
手
伝
い
。
下
戸
越
町
の
三さ

ん
じ
が
は
る

日
原

観
音
で
は
、
生
徒
が
お
茶
を
出
し
て

参
拝
客
と
の
触
れ
合
い
を
体
験
し
ま

し
た
。
観
音
近
く
に
住
む
３
年
生
の

田
中
佑ゆ

う
り梨
さ
ん
と
西
生み

ひ
ろ皓
さ
ん
は

「
初
対
面
の
人
と
接
し
た
り
話
し
た

り
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
参
加

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

参拝客にお茶を注ぐ第二中生。参拝客との触れ合いを楽しんだ

新品の備品を活用した健康体操で元気モリモリ

中学生が参拝客をおもてなし
相良三十三観音めぐり

女将から心も温まるおもてなしを受ける乗客

　

く
ま
川
鉄
道
の
観
光
列
車
田
園
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー「
は
ぴ
ね
す
ト
レ
イ
ン
」

車
内
で
、
９
月
９
日
に
人
吉
温
泉

女お
か
み将
の
会
「
さ
く
ら
会
」
の
会
員
４

人
が
お
も
て
な
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
２
両
編
成
の
う
ち
１

両
を
貸
し
切
り
と
し
、
団
体
客
19
人

が
乗
車
。
女
将
た
ち
は
、
人
吉
温
泉

駅
出
発
と
同
時
に
車
内
で
煎
じ
た
温

か
い
抹
茶
と
和
菓
子
を
乗
客
一
人
一

人
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。
乗
客
は
思

わ
ぬ
サ
ー
ビ
ス
に
喜
び
な
が
ら
、
球

磨
川
の
鮎
釣
り
な
ど
を
車
窓
か
ら
眺

め
、
抹
茶
を
味
わ
い
秋
深
ま
る
田
園

風
景
の
中
を
ゆ
っ
く
り
走
る
鉄
道
の

旅
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

景色を眺めながら抹茶を一服
くま川鉄道車内でのおもてなし　

長
年
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
高

齢
者
を
敬
い
長
寿
を
祝
う
「
敬
老
の

日
」
に
合
わ
せ
て
、
人
吉
市
内
各
所

で
敬
老
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
95
歳
と
１
０
１
歳
以
上

の
方
に
祝
い
品
贈
呈
や
、
88
歳
（
米

寿
）
を
迎
え
た
方
へ
の
祝
い
金
を
贈

呈
。
各
町
内
で
も
敬
老
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
東
西
コ
ミ
セ
ン
で
９
月
18

日
に
開
催
さ
れ
た
瓦
屋
町
敬
老
会
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
で
長
寿
を
祝

福
。町
内
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
、

踊
り
や
人
吉
西
小
校
歌
を
ス
テ
ー
ジ

で
披
露
。
会
場
の
皆
さ
ん
は
子
ど
も

た
ち
の
演
技
に
目
を
細
め
、
手
を
た

た
い
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

敬老祝い品として商品券を贈呈松岡市長から米寿祝金を受け取る対象者

長寿を市民みんなで祝福　平成29年度敬老行事

町内の敬老者の長寿を祝って校歌を披露する子どもたち
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　2020 年に東京で開催されるオリンピック・パラリンピッ
ク競技大会の入賞メダルに、不要の携帯電話などの小型家電
機器から抽出されるリサイクル金属が活用されることになり
ました。東京 2020 組織委員会が主催するこの取り組みに全
国の自治体が協力することになり、本市もこのプロジェクト
に参加しています。
　自宅で眠っている携帯電話などの小型家電はありません
か？ 金・銀・銅メダルの製作に参加して、小型家電リサイ
クルのご協力をお願いします！

▲不要になった携帯電話を提供する願成寺町の宇田眞
　一さん（右）と市環境課・大柿主席

■回収場所
市環境課窓口（市役所西間別館２階）

環境課からのお知らせ

　ごみの受け入れ施設である人吉
球磨クリーンプラザでは、ごみの
分別体験ができます。ぜひ町内会
やグループで参加してみません
か？
■料 金　無料
■場 所　人吉球磨クリーンプラ
　　　　  ザ（ 赤 池水無町 1269  
　　　　　番地 1）
■問合せ　人吉球磨クリーンプラ
　　　　    ザ（☎２２－１４１４）

　ごみの分別方法を詳しく分か
りやすく掲載した冊子です。平
成 28 年４月に内容の一部を変更。

「布類」の対象品目が拡大され、革・
毛糸・羽毛製品が資源ごみとして
出せるようになりました。冊子は
市環境課（市役所西間別館２階）
で配布しています。

　ごみの出し方やごみ出しカレン
ダー、通知機能を設定してごみの
出し忘れを防止したりなど、ごみ
に関するお知らせや質問などの情
報を取得できます。
　お持ちのスマートフォンやタブ

レットにアプリをダウンロードし

て、ごみ出しに

活用してくださ
い！

問合せ　市環境課廃棄物対策係（☎２２－２１１１ 内線２７１１)、人吉球磨クリーンプラザ（☎２２－１４１４）

▲ Ｑ Ｒ コ ー ド か 
　らアプリを ダ
　ウンロードで
　 きます

ごみ分別を体験して
分別ルールを学ぼう！

人吉球磨ごみ分別アプリを
無料で配信中！

ごみの分別方法は
「ごみ出しルール読本」で確認を！

2020 メダルプロジェクト 検 索

■回収期限
平成 31 年春ごろの予定
※必要量が集まり次第、回収を終了する場合があります。

ご
み
分
別
が
す
で
に

で
き
て
い
る
方
も
、

も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
♬

　本年度、人吉市では新たに16人が100歳を迎え、100歳以上の方は37人に。今回はその中から松永さんに長生
きの秘

ひ け つ

訣を聞きました。（年齢は９月24日現在）

松
まつ な が

永　トシエ さん
（温泉町・大正６年10月25日生・99歳）

祝100歳

名　前 性別 年　齢 住　所 名　前 性別 年　齢 住　所 名　前 性別 年　齢 住　所
前 田 　 ハ ナ 女 108 歳 下 林 池 邉       　進 男 101 歳 北泉田 髙木　ツヨノ 女 100 歳 鬼 木
平 川 　 ヨ 子 女 104 歳 大畑麓 久 方　シズコ 女 100 歳 下原田瓜生田 松永　トシエ 女 99 歳 温 泉
増 田　　　桐 女 103 歳 大 工 山 田 　 は る 女 100 歳 下 林 宮尾　ミツエ 女 99 歳 蟹　作
鶴 下 　 ス キ 女 103 歳 鹿 目 宮 　キミ子 女 100 歳 東間上 作元　ミドリ 女 99 歳 願成寺
淺香　ミツコ 女 103 歳 寺   口 　 三 角 男 100 歳 田 池田　サツキ 女 99 歳 土 手
絹 笠 　 房 江 女 103 歳 北泉田 椎葉　美知子 女 100 歳 下原田瓜生田 坂井　チヅカ 女 99 歳 下戸越
坂本　フジエ 女 102 歳 願成寺 平田　ヤスノ 女 100 歳 下 林 山 元 　 貞 喜 男 99 歳 城 本
鹿末　美代子 女 101 歳 寺 山内　ヨシヱ 女 100 歳 下永野 安 田 　 松 枝 女 99 歳 下薩摩瀬
松下　モトエ 女 101 歳 下青井 浦 田 　 キ オ 女 100 歳 寺 藤田　タマエ 女 99 歳 下城本
山内　シヅ子 女 101 歳 寺 秋山　ユキノ 女 100 歳 東間上 段村　サダノ 女 99 歳 中神馬場
東 　 フ ヂ エ 女 101 歳 東間上 柿 本 　 百 合 女 100 歳 相 良 齊 藤    利 雄 男 99 歳 願成寺
中 西 　 庄 次 男 101 歳 下薩摩瀬 桒 原 　 ア ツ 女 100 歳 願成寺
山上　シツカ 女 101 歳 中神大柿 谷 川 　 稲 子 女 100 歳 大　工

■人吉市内の100歳以上の皆さん （敬称略。年齢は平成 29 年９月 24 日現在。本年度末 100 歳到達者含む）

▲かぎ針で編み物をする松永さん

~いつまでも元気でいてね~

今
月
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
松
永
ト
シ
エ
さ
ん
。
毎
日
の

楽
し
み
は
朝
昼
晩
の
三
度
の
食
事
だ
そ

う
で
す
。「
若
い
頃
か
ら
食
欲
旺
盛
で

好
き
嫌
い
も
な
く
、
肉
や
魚
な
ど
何
で

も
食
べ
ま
す
。
お
か
げ
で
、
今
で
は
風

邪
ひ
と
つ
ひ
き
ま
せ
ん
よ
」
と
笑
顔
。

ほ
か
に
も
新
聞
を
毎
日
読
み
、
チ
ラ
シ

の
確
認
も
欠
か
さ
な
い
そ
う
で
す
。

　

松
永
さ
ん
の
趣
味
は
、
和
裁
で
す
。

和
裁
専
門
の
学
校
で
技
術
を
習
得
。
４

人
の
子
ど
も
の
着
物
も
自
分
で
仕
立
て

る
ほ
ど
の
腕
前
で
す
。
そ
の
特
技
を
生

か
し
て
週
に
３
日
通
っ
て
い
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
人
た
ち
に
自
分
で
編
ん
だ
編
み
物
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
そ
う
。
手
先
が

器
用
な
た
め
、
今
で
は
施
設
か
ら
雑
巾

な
ど
の
作
成
依
頼
も
受
け
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

体
を
動
か
す
の
は
好
き
で
は
な
か
っ

た
と
言
い
な
が
ら
も
、
日
本
舞
踊
を
し

た
り
、
90
歳
代
前
半
ま
で
は
毎
朝
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
大
会
で
賞

を
取
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
松
永
さ

ん
。

　

一
緒
に
暮
ら
す
娘
さ
ん
に
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
な
が
ら
「
こ
と
し
か
ら
大
学

に
通
っ
て
い
る
孫
の
成
人
式
ま
で
は
元

気
に
し
て
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

孫
や
ひ
孫
た
ち
の
成
長
が
楽
し
み
で

す
」
と
満
面
の
笑
み
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

元気 100 歳！
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　これまで、熊本県の衆議院議員選挙の小選挙区は５つの選挙区に分かれていましたが、今回の改定で４つ
の選挙区に変更されました。次の総選挙からは、新しい選挙区で選挙が行われます。詳しくはお問い合わせ
ください。
　次の総選挙から、期日前投票の場所は「カルチャーパレス内」となりますので、併せてお知らせします。
◎人吉市の選挙区 　【改定前】第５区  ⇨  【改定後】第４区

問合せ　市選挙管理委員会事務局（市自治振興課内　☎２２－２１１１ 内線２１２４）

衆議院議員選挙の小選挙区が　　　されました

お子さんの定期予防接種はお済みですか？

①

②
③

④

熊本市

八代市

人吉市

球磨郡芦北町

水俣市

上益城郡
【改訂後】第４区①

② ③

④

⑤

熊本市

球磨郡

人吉市

芦北町

八代市

上益城郡

水俣市

【改訂前】第５区

改定

　定期予防接種は、感染症予防と病気のまん延防止を目的とし、無料で受けることができます。接種対象年
齢を超えると有料です。これから寒くなると子どもの体調次第で予定通り接種できないことも予想されます。
接種が済んでいない場合は計画を立てて早めに接種しましょう。

種　類 対象年齢 接種回数
Ｂ型肝炎 生後２カ月～１歳の誕生日の前日 ３回（初回２回、追加１回）

ヒブ、小児用肺炎球菌 生後２カ月～５歳の誕生日の前日 ４回（初回３回、追加１回）
※接種開始年齢で回数が異なります

四種混合 生後３カ月～７歳６カ月の前日 ４回（初回３回、追加１回）

ＢＣＧ １歳の誕生日の前日まで １回

麻しん風しん混合（ＭＲ）１期 １歳～２歳の誕生日の前日 １回

水
すいとう

痘 １歳～３歳の誕生日の前日 ２回

日本脳炎１期 ３歳～７歳６カ月の前日 ３回（初回２回、追加１回）

麻しん風しん混合 ( ＭＲ）２期 年長児※平成 30 年３月 31 日㈯まで接種 １回

※詳しくはお問い合わせください。
（☎２４－８４２０）

問合せ　市保健センター母子保健係

漏
水
の
確
認
方
法

　

家
の
水
道
の
蛇
口
を
全
て

閉
め
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
な
け

れ
ば
漏
水
は
起
き
て
い
ま
せ

ん
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て

い
る
場
合
は
、
も
う
一
度
水

回
り
を
確
認
し
た
後
に
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
で
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転

し
て
い
る
場
合
は
、
市
水
道
局

か
市
指
定
給
水
装
置
工
事
店

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

２ 

使
用
人
数
の
増
加
・
季
節

に
よ
る
使
用
状
況
変
化

　

結
婚
や
出
産
、
家
族
の

帰
省
に
よ
る
水
道
の
使
用

人
数
の
増
加
や
、
季
節
に

よ
る
洗
濯
回
数
・
入
浴
時

間
な
ど
の
変
化
で
使
用
水

量
が
多
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

３
水
洗
ト
イ
レ
の
不
具
合

　

ト
イ
レ
の
レ
バ
ー
が
上

が
っ
た
ま
ま
の
状
態
や
、
ト
イ

レ
タ
ン
ク
の
ボ
ー
ル
タ
ッ
プ

の
不
具
合
で
水
が
流
れ
っ
ぱ

な
し
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
ト
イ
レ
を
流

し
た
後
、
ト
イ
レ
タ
ン
ク
や

便
器
で
い
つ
ま
で
も
チ
ョ
ロ

チ
ョ
ロ
と
水
が
流
れ
る
音
が

し
て
い
な
い
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問合せ　市上水道課業務係（☎２２－５４９７）

▼

水
道
メ
ー
タ
ー

４
い
た
ず
ら
や
盗
水
な
ど

　

夜
間
や
長
期
間
留
守
に
し
て

い
る
間
、
い
た
ず
ら
や
盗
水
が

実
際
に
起
き
て
い
ま
す
。
特
に

道
路
に
面
し
て
い
る
屋
外
蛇
口

な
ど
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
鍵
付
き
の
蛇
口
に
替
え
る

か
、
使
用
し
な
い
場
合
は
撤
去

を
お
勧
め
し
ま
す
。

水
道
日
記
を
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

水
道
メ
ー
タ
ー
を
毎
日
（
毎

週
）
決
ま
っ
た
時
間
（
曜
日
）

に
見
て
、
指
針
の
動
き
を
観
察

し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

　

家
族
が
1
日
（
1
週
間
）
に

使
う
水
量
を
日
記
の
よ
う
に
記

録
し
て
い
く
こ
と
で
、
水
量
の

動
き
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
無
駄
使
い
の
原
因
の
判

明
や
節
水
に
も
役
立
ち
ま
す
。

「いつもより水道の
使用水量が多い」

と感じたら

　

検
針
時
に
い
つ
も
よ
り
使
用

水
量
が
多
く
、「
こ
ん
な
に
使
っ

た
覚
え
は
な
い
け
ど
…
…
。
何

か
の
間
違
い
で
は
？
」
と
い
う

問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

検
針
し
た
数
字
は
水
道
メ
ー

タ
ー
を
通
過
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
た
水
量
で
す
。
こ
の
指
針
を

基
に
料
金
を
算
定
し
ま
す
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
使
用
水
量

が
発
生
し
た
場
合
は
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

１
漏
水
（
水
漏
れ
）

　

い
つ
も
よ
り
使
用
水
量
が
多

い
場
合
、
最
初
に
疑
う
の
が
漏

水
で
す
。
築
30
年
以
上
を
経
過

す
る
と
、
水
道
管
の
劣
化
な
ど

で
漏
水
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
漏
水
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
を
見
る
こ
と
で
確
認
で
き

ま
す
。
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熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

平
成
30
年
４
月
入
校
生
募
集

募
集
科
・
定
員

①
自
動
車
車
体
整
備
科

　

訓
練
期
間
３
年
、
定
員
15
人

②
電
気
配
管
シ
ス
テ
ム
科

　

訓
練
期
間
２
年
、
定
員
20
人

③
総
合
建
築
科

　

訓
練
期
間
２
年
、
定
員
15
人

応
募
資
格　

高
卒
者
か
平
成
30
年

３
月
に
高
卒
見
込
み
の
方

試
験
日　

11
月
１
日
㈬

受
付
期
間　

10
月
11
日
㈬
～
20
日

㈮※
施
設
見
学
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専

門
校
（
☎
０
９
６
‐
３
７
８
‐

０
１
２
１
）

情　報
ひろば

人吉市役所 ☎２２－２１１１( 代表 )

住　　所　〒 868-8601 人吉市下城本町　
　　　　　１５７８番地１
開庁時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
 　　　　   （木曜は～午後７時）
開 庁 日　月～金曜 ( 祝日を除く )
ホームページ　
　　　　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

人吉市関連施設
カ ル チ ャ ー パ レ ス ☎２４－３３１１

ス ポ ー ツ パ レ ス ☎２２－１６８８

水 道 局 ☎２２－５４９７

保 健 セ ン タ ー ☎２４－８４２０

石 野 公 園 ☎２２－６７００

人 吉 城 歴 史 館 ☎２２－２３２４

鉄 道 ミ ュ ー ジ ア ム ☎４８－４２００

チャンネル

地デジ

３

人吉市の情報を配信中！
テレビ（データ放送）を利用した住民情報サービス

視聴方法
① ＲＫＫテレビを視聴します
② リモコンのｄボタンを押します
③「デタポン」を選び「決定」を押します

人吉市関連サイト

一
日
司
書
体
験
希
望
者
募
集

　

本
の
貸
し
出
し
・
返
却
体
験
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
図
書
館

の
仕
事
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

終
了
後
に
は
「
一
日
司
書

体
験
認
定
書
」を
お
渡
し
し
ま
す
。

期
日　

10
月
29
日
㈰

時
間　

午
前
８
時
50
分
～
正
午

人
吉
・
球
磨
人
権
川
柳

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

人
権
問
題
が
身
近
に
あ
る
こ
と

を
知
ら
せ
、
そ
れ
を
明
る
く
前
向

き
に
と
ら
え
る
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
の
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

募
　
集

応
募
方
法　

は
が
き
に
作
品
（
一

人
３
点
ま
で
）・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

そ
の
他　

入
賞
者
に
は
表
彰
状
と

副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈫

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
地
方
法

務
局
人
吉
支
局
人
権
川
柳
係

（
〒
８
６
８
‐
０
０
５
６　

寺
町

２
‐
２　

☎
22
‐
３
３
９
３　

℻

24
‐
３
６
６
７
）

就
学
時
健
康
診
断
を

行
い
ま
す

　

来
春
の
小
学
校
入
学
予
定
児
童

の
就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま

す
。

日
程

お
知
ら
せ

布
類
は
資
源
ご
み
で

出
し
ま
し
ょ
う

　

衣
替
え
の
季
節
で
す
。
衣
類
な

ど
を
処
分
す
る
場
合
は
、
燃
え
る

ご
み
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
資

源
ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
だ
使
え
る
き
れ
い
な
状
態
の

も
の
で
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
布

類
が
資
源
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
資
源
ご
み
で
出
せ
る
も
の

古
着
・
古
繊
維
…
…
木
綿
、
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
、
レ
ー
ヨ
ン
、
フ
リ
ー

ス
な
ど

革
製
品
…
…
革
の
ズ
ボ
ン
・
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
な
ど

毛
糸
製
品
…
…
セ
ー
タ
ー
、
マ
フ

ラ
ー
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
な
ど

羽
毛
製
品
…
…
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
、
ダ
ウ
ン
コ
ー
ト
な
ど

出
し
方　

洗
濯
し
て
指
定
の
資
源

ご
み
袋
（
緑
色
の
文
字
）
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん｣

へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

10
月
20
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

合
ノ
原
公
民
館

テ
ー
マ　

散
歩
「
さ
ん
ぽ
で
秋
の

風
景
」

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

※
10
月
16
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

■
資
源
ご
み
で
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
（
燃
え
る
ご
み
で
出
す

も
の
）

汚
れ
て
い
る
も
の
（
特
に
油
汚

れ
）、
雨
が
っ
ぱ
な
ど
の
ビ
ニ
ー

ル
製
品
、
ぬ
い
ぐ
る
み
・
布
団
・

枕
な
ど
の
綿
製
品

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
売
買

な
ど
を
し
た
と
き
は
、
契
約
後
に

権
利
取
得
者
（
買
い
主
）
が
届
け

出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
の
必
要
な
取
引

売
買
、
交
換
、
売
買
予
約
、
譲
渡

担
保
、
代
物
弁
済
な
ど

届
け
出
の
必
要
な
土
地
の
面
積

○
都
市
計
画
区
域（
市
街
化
区
域
）

　

=

２
千
平
方
㍍
以
上

○
そ
れ
以
外
の
都
市
計
画
区
域
＝

　

５
千
平
方
㍍
以
上

○
都
市
計
画
区
域
外
＝
１
万
平
方

　

㍍
以
上

届
け
出
期
限　

契
約
（
予
約
を
含

む
）締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内（
締

結
日
を
含
む
）

届
け
出
窓
口　

土
地
の
所
在
す
る

市
町
村
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当

課
（
人
吉
市
は
企
画
課
）

問
合
せ　

市
企
画
課
企
画
政
策

係
、
県
地
域
振
興
課
（
☎
０
９
６

‐
３
３
３
‐
２
１
８
１
）

65
歳
以
上
の
た
め
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

希
望
者
は
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
申
請
が
ま
だ
の
方
は

急
い
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈫

接
種
期
限　

11
月
30
日
㈭

申
込
方
法　

実
施
医
療
機
関
に
直

接
申
し
込
む
か
、
市
高
齢
者
支
援

課
（
市
役
所
西
間
別
館
１
階
）
に

直
接
か
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

接
種
料
金　

１
５
０
０
円
※
医
療

機
関
窓
口
で
接
種
後
支
払
い
。
生

活
保
護
世
帯
員
は
無
料
。

申
込
・
問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援

課
元
気
・
長
生
き
係
（
℻ 

24
‐

９
５
３
６
）

場
所　

市
図
書
館

対
象　

本
市
に
住
ん
で
い
る
小
学

生
以
上
の
方
（
団
体
で
の
申
し
込

み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

募
集
人
数　

５
人
程
度
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法　

市
図
書
館
に
あ
る
申

込
用
紙
で
直
接
申
し
込
む
か
、
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

10
月
２
日
㈪
～
19
日

㈭申
込
・
問
合
せ　

市
図
書
館

消
費
税
軽
減
税
率

制
度
説
明
会

催
　
し

　

人
吉
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の

方
を
対
象
に
、
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
31
年
10
月

１
日
か
ら
の
消
費
税
率
10
㌫
引
き

上
げ
と
同
時
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

会
議
費
で
飲
食
料
品
な
ど
を
購
入

す
る
事
業
者
や
消
費
税
免
税
事
業

者
も
、
適
用
税
率
の
確
認
や
区
分

経
理
な
ど
制
度
実
施
に
向
け
た
準

備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
多
く
の

事
業
者
に
関
係
あ
る
制
度
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
・
場
所

①
10
月
17
日
㈫　

多
良
木
町
多
目

　

的
研
修
セ
ン
タ
ー

②
10
月
19
日
㈭　

人
吉
税
務
署

③
10
月
24
日
㈫　

あ
さ
ぎ
り
町
役

　

場
時
間　

午
後
２
時
～
３
時

定
員　

①
１
０
０
人　

②
40
人　

③
60
人

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
税
務
署
総

務
課
（
☎
23
‐
２
３
１
１
※
自
動

音
声
案
内
）

♬

10
月
４
日
㈬　

大
畑
小
学
校

10
月
17
日
㈫　

中
原
小
学
校

10
月
31
日
㈫　

東
間
小
学
校

11
月
７
日
㈫　

人
吉
東
小
学
校

11
月
16
日
㈭　

人
吉
西
小
学
校

11
月
17
日
㈮　

西
瀬
小
学
校

※
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ　

市
学
校
教
育
課
教
育
係
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10
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈰
く
ま
て
つ
ま
つ
り
２
０
１
７
、
人
吉

東
小
学
校
運
動
会

２
㈪
広
報
配
布

３
㈫

４
㈬

５
㈭

６
㈮

７
㈯
人
吉
市
戦
没
者
追
悼
式
（
CP
）

８
㈰

９
㈪
体
育
の
日
、お
く
ん
ち
祭
神
幸
式（
市

内
一
円
）

10
㈫
市
内
小
中
学
校
休
業
日
、
ひ
と
よ
し

未
来
カ
フ
ェ（
中
神
町
馬
場
公
会
堂
）

11
㈬

12
㈭

13
㈮
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ
（
堀
町
内
公

民
館
）

14
㈯

15
㈰
人
吉
ふ
れ
あ
い
１
０
０
円
商
店
街

（
中
心
地
街
地
）

16
㈪
広
報
配
布

17
㈫

18
㈬

19
㈭

20
㈮

21
㈯
第
64
回
人
吉
球
磨
総
合
美
展
（
SP
、

～
26
日
）

22
㈰

23
㈪

24
㈫

25
㈬

26
㈭

27
㈮
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ
（
大
畑
麓
町

公
民
館
）

28
㈯
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
（
東
西
コ
ミ
セ
ン
）

29
㈰
市
役
所
麓
町
本
庁
舎
閉
庁
式
（
麓

町
本
庁
舎
）

30
㈪

31 

㈫

子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
会

　

ニ
ー
ト
や
引
き
こ
も
り
、
不
登

校
な
ど
の
子
ど
も
や
若
者
を
対
象

と
し
た
総
合
相
談
窓
口
の
熊
本
県

子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
～
Cこ

こ

ん

O
C
O
N
～
の
出
張

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
本
人
だ

け
で
な
く
家
族
や
関
係
者
の
方
で

も
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
　
談

55
歳
以
上
の
就
職
希
望
者

を
支
援
し
ま
す

　

公
益
社
団
法
人
熊
本
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で

は
、
55
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
無

料
の
仕
事
支
援
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

【
樹
木
管
理
講
習
】

内
容　

樹
木
の
扱
い
の
基
本
や
手

入
れ
方
法
な
ど
幅
広
く
習
得
し
、

き
め
細
か
な
仕
事
が
で
き
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す

日
程　

11
月
13
日
㈪
～
17
日
㈮

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

定
員　

20
人

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　

11
月
２
日
㈭

【
ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
（
清
掃
）】

内
容　

清
掃
の
知
識
・
技
能
を
習

得
し
、
清
掃
・
施
設
管
理
会
社
な

ど
で
の
就
職
を
目
指
し
ま
す

日
程　

11
月
28
日
㈫
～
12
月
１
日

㈮時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

定
員　

20
人

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　

11
月
17
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

公
益
社
団
法
人

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
（
☎
０
９
６
‐
３
１
２
‐

３
３
１
０
）

11
月
は
計
量
強
調
月
間

計
量
教
室
参
加
者
募
集

　

対
象
店
舗
で
購
入
し
た
商
品
を

計
量
協
会
が
準
備
し
た
計
量
器
で

計
り
、
表
示
が
あ
っ
て
い
る
か
を

確
認
し
ま
す
。
購
入
代
金
は
計
量

協
会
か
ら
渡
さ
れ
ま
す
。

内
容　

商
品
の
試
買
調
査
、
家
庭

の
は
か
り
無
料
検
査
な
ど

期
日　

11
月
14
日
㈫

時
間　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　

市
役
所
西
間
別
館
２
階

２
０
２
会
議
室

応
募
方
法　

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
「
計
量
教
室
参
加
希
望
」
と

明
記
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　

20
人
※
先
着
順

募
集
期
限　

10
月
23
日
㈪
必
着

申
込
・
問
合
せ　

市
商
工
振
興
課

（
〒
８
６
８
‐
８
６
０
１
※
住
所

不
要　

℻ 

22
‐
７
０
４
７
）

地
域
住
民
精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

心
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人
た
ち
を
地
域
全
体
で
支
え
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
目
指
す
た
め
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

期
間　

11
月
10
日
㈮
～
12
月
８
日

㈮
の
金
曜
日
（
全
５
回
）

時
間　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

翠み
ど
り（
下
城
本
町
１
４
８
６
‐
４
）

定
員　

40
人
※
先
着
順

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　

11
月
９
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
翠
（
☎
22
‐
２
５
７
０
）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

講
習
会

森
の
恵
・
自
然
観
察
会

　

熊
本
南
部
森
林
管
理
署
で
は
、

自
然
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

10
月
14
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　

湯
前
国
有
林
周
辺
（
球
磨

郡
湯
前
町
）

講
師　

環
境
省
希
少
野
生
動
植
物

種
保
存
推
進
員　

乙
益 

正ま
さ
た
か隆

さ
ん

参
加
費　

無
料
（
保
険
料
50
円
が

別
に
必
要
）

申
込
期
限　

10
月
６
日
㈮

※
雨
天
の
場
合
は
同
管
理
署
で
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
南
部
森
林

管
理
署
（
☎
23
‐
３
３
１
１
）

保
育
士
資
格
を
取
得
し
て

い
る
方
の
研
修
会

　

保
育
士
の
専
門
性
向
上
と
質
の

高
い
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
保
育
士
の
研
修
会
を
実
施

し
ま
す
。

内
容　

講
演
会
・
一
人
芝
居
「
就

学
前
教
育
に
夢
と
ロ
マ
ン
を
」

講
師　

子
ど
も
の
学
び
館 

代
表

取
締
役　

福
永 

宅た
く
じ司
さ
ん

対
象　

保
育
士
資
格
取
得
者
、
保

育
所
に
勤
務
す
る
保
育
士
以
外
の

職
員
（
看
護
師
、
調
理
員
、
事
務

　

県
の
「
肥
後
っ
子
い
き
い
き
読

書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
」
を
活
用

し
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
経
験
豊
富
な
講

師
が
読
み
聞
か
せ
や
読
書
の
能
力

向
上
手
法
を
紹
介
し
ま
す
。

期
日　

11
月
６
日
㈪

く
ま
し
え
ん
祭

内
容　

小
学
部
の
作
品
展
示
や

ゲ
ー
ム
、
中
学
部
・
高
学
部
の
作

業
製
品
販
売
、
バ
ザ
ー
、
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

講
　
座

新
規
就
農
支
援
研
修

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
将
来

県
内
で
就
農
を
検
討
し
て
い
る
社

会
人
を
対
象
に
、
新
規
就
農
支
援

研
修
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開

催
し
ま
す
。

期
日　

10
月
15
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
～
11
時
50
分

場
所　

県
立
農
業
大
学
校
（
合
志

市
栄
３
８
０
５
）

対
象
者　

県
内
で
就
農
を
目
指
し

て
い
る
社
会
人
・
学
生
、
就
労
し

て
間
も
な
い
方

定
員　

20
人
程
度

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で

〜
地
域
へ
届
け
る
笑
顔
と
心
〜

球
商
・
球
磨
中
央
百
貨
店

内
容　

球
磨
中
央
・
球
磨
商
業
高

校
生
徒
に
よ
る
協
賛
事
業
所
の
特

選
品
販
売
や
人
吉
球
磨
地
域
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
大
集
合
、
ガ
ラ
ポ
ン
抽

選
会
、
餅
投
げ
大
会
な
ど

期
日　

10
月
21
日
㈯
・
22
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

球
磨
中
央
・
球
磨
商
業
高

校
（
球
磨
郡
錦
町
西
１
９
２
）

問
合
せ　

球
磨
中
央
・
球
磨
商
業

高
校
（
☎
38
‐
２
０
５
２
）

鹿
児
島
矯
正
展

内
容　

刑
務
所
見
学
、
刑
務
所
作

業
製
品
の
展
示
・
販
売
、
刑
務
所

作
業
の
体
験
、
受
刑
者
の
生
活
紹

介
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

期
日
・
時
間　

10
月
21
日
㈯
の
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
、

10
月
22
日
㈰
の
午
前
９
時
～
午
後

２
時
30
分

場
所　

鹿
児
島
刑
務
所
（
鹿
児

島
県
姶
良
郡
湧
水
町
中
津
川

１
７
３
３
番
地
）

問
合
せ　

鹿
児
島
刑
務
所
（
☎

０
９
９
５
‐
75
‐
２
０
２
５
）

く
だ
さ
い
。
申
込
書
を
県
立
農
業

大
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
フ
ァ
ク
ス
で
申

し
込
み
も
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

10
月
12
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
県
立
農
業

大
学
校
研
修
部
（
☎
０
９
６
‐

２
４
８
‐
６
６
０
０ 

℻ 

０
９
６

‐
２
４
８
‐
４
４
３
２
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

pref.kum
am

oto.jp/kiji_17
272.htm

l

期
日　

10
月
22
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２

時
30
分

場
所　

県
立
球
磨
支
援
学
校
（
球

磨
郡
多
良
木
町
多
良
木
４
２
１
７
）

問
合
せ　

県
立
球
磨
支
援
学
校

（
☎
42
‐
３
７
９
２
）

時
間　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

東
西
コ
ミ
セ
ン

講
師　

肥
後
っ
子
い
き
い
き
読
書

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

吉
田 

ひ
と
み

さ
ん

対
象　

人
吉
球
磨
地
域
に
住
ん
で

い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
読
み
聞

か
せ
を
実
施
し
て
い
る
方
・
興
味

が
あ
る
方
※
グ
ル
ー
プ
で
も
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。

定
員　

80
人
程
度
※
先
着
順

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

市
図
書
館
に
あ
る
申

込
用
紙
に
記
入
し
直
接
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
申
し
込
み

で
き
ま
す
。

申
込
期
間　

10
月
２
日
㈪
～
19
日

㈭申
込
・
問
合
せ　

市
図
書
館

職
員
な
ど
）、
子
育
て
支
援
に
興

味
が
あ
る
方

期
日　

10
月
26
日
㈭

時
間　

午
後
７
時
～
９
時

会
場　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
市
福
祉

課
（
市
役
所
西
間
別
館
１
階
）
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
※
先
着

順申
込
・
問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童

福
祉
係

期
日　

10
月
26
日
㈭

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
受
け
付
け
は
～
午
後
３
時
30
分
）

場
所　

球
磨
地
域
振
興
局
中
会
議

室対
象　

15
～
39
歳
の
方
と
そ
の
家

族
、
友
人
、
知
人
な
ど

問
合
せ　

県
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
～
Cこ

こ

ん

O
C
O
N

～
（
☎
０
９
６
‐
３
８
７
‐

７
０
０
０
）

労
使
紛
争
の
解
決
に
は

「
あ
っ
せ
ん
」
を

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
や

労
働
条
件
の
変
更
な
ど
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ

ル
の
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
費
用
も
掛
か
り
ま
せ
ん
。
正

規
社
員
や
非
正
規
社
員
、
事
業
主

の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
労
働
委
員
会
事
務

局
（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐

２
７
５
３
）
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身近な環境美化や地球温暖化対策について、皆さんに耳寄りな情報をお届けします。 　

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

新刊案内

今月の紹介者

人吉のリーダーの皆さんが
おすすめの本を紹介します。

はい、こちら

消費生活
センター

です

人吉市消費生活センター
☎２２– ２１１１  内線 1215・1216

Consumption life center

困ったときは、市消費生活センター（市役所西間別館敷地内プレハブ　☎２２－２１１１  内線１２１５・１２１６）
または「消費者ホットライン」（☎１８８）に相談してください。

　

市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談

は
無
料
で
す
。
秘
密
は
必
ず
守
り

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

あさの あつこ著

末ながく、お幸せに

設
し た ら

楽 博
ひ ろ み

己監修

新版 学習まんが
日本の歴史

　季節の移ろいやその時季に
合う言葉や季語を知ることは、
日本の自然や風物詩を身近
に親しむことにつながります。
手元に置いて、何度も繰り返
し読んでいるお気に入りの本
です。情報化社会を生きる私
たちですが、ちょっと立ち止
まって季節をより敏感に感じ
ることができる一冊です。ぜ
ひ、手に取って見てください。

365 日で味わう
美しい日本の季語

10月の休館日
２日、10日、16日、23日、30日

場　所：カルチャーパレス内
開館日：火～日曜、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）

　

あ
る
式
場
で
、
一
組
の
結
婚

披
露
宴
が
開
か
れ
て
い
た
。
出

席
者
の
中
か
ら
8
人
の
ス
ピ
ー

チ
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

を
胸
に
祝
福
の
言
葉
が
新
郎
新

婦
に
贈
ら
れ
る
。そ
の
中
に
は
、

新
婦
の
実
の
母
と
育
て
の
母
も

含
ま
れ
て
い
た
…
…
。
生
ま
れ

て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
結

婚
式
小
説
。
も
ら
い
泣
き
必
至

で
す
。

　

集
英
社
が
18
年
ぶ
り
に
全
面

改
訂
し
た
学
習
漫
画
シ
リ
ー
ズ

で
す
。
日
本
の
歴
史
を
漫
画
で

分
か
り
や
す
く
描
い
て
い
ま

す
。
時
代
考
証
や
資
料
も
充
実

し
て
い
て
、
読
み
応
え
が
あ
り

ま
す
。
漫
画
を
読
ん
で
、
歴
史

好
き
に
な
る
か
も
…
…
。

　

全
部
で
20
巻
あ
る
の
で
、
親

子
で
全
巻
読
破
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

●宅配便は１回で受け取りましょう！
　宅配便は約２割が再配達されています。再配達されるこ
とで排出される CO2 は約 42 万トンと言われています。再配
達での環境への負荷を減らすためにも、次のことを心掛けま
しょう。
① 受け取ることができる時間帯を指定する
② 宅配業者の営業所やコンビニを受け取り場所に指定する

第 17 回

吉
よしむら

村 英
ひ で き

亀さん

宅配便を何時に配達指定したか
確認しておきましょう

金子 兜
と う た

太監修

人吉球磨小中学校長会会長

　

10
月
16
日
㈪
～
22
日
㈰
の
期
間
中
、

行
政
相
談
週
間
が
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
ま
す
。
人
吉
市
で
は
、
行
政
相
談
委

員
の
広
報
活
動
や
特
別
相
談
会
（「
消

費
生
活
な
ん
で
も
相
談
会
」
と
同
時
開

催
）
を
実
施
し
ま
す
。
道
路
や
年
金
、

環
境
問
題
な
ど
、
国
・
県
・
市
へ
の
苦

情
や
要
望
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
と
は
？

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
各
市
町

村
の
行
政
相
談
委
員
が
、
住
民
か
ら
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て

関
係
機
関
に
連
絡
す
る
な
ど
解
決
の
促

進
を
図
る
制
度
で
す
。

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
に

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

行
政
相
談
委
員
は
、
相
談
活
動
を
通

じ
て
得
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
運
営
上
の

改
善
意
見
を
総
務
大
臣
に
述
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
意
見
は
、
総
務
省
が
各

府
県
に
通
知
な
ど
を
行
い
、
行
政
運
営

の
改
善
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
行
政
相
談
事
例

●
バ
ス
停
の
破
れ
た
時
刻
表
を
直
し
て

　

ほ
し
い
（
国
土
交
通
省
へ
）

●
国
道
に
危
険
個
所
が
あ
る
の
で
、
早

　

く
改
修
し
て
ほ
し
い
（
国
土
交
通
省

　

へ
）

●
労
働
条
件
を
改
善
し
て
ほ
し
い
（
厚

　

生
労
働
省
へ
）

●
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
し
て
ほ
し
い

　
（
国
・
県
・
市
区
町
村
へ
）

　

行
政
相
談
「
暮
ら
し
の
な
ん
で
も
相

談
」
は
、
毎
月
第
４
火
曜
日
（
10
・
12

月
を
除
く
）
に
各
コ
ミ
セ
ン
を
巡
回
し

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
に
関
し
て
は
、
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

困
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず

行
政
相
談

消
費
生
活
な
ん
で
も
相
談
会

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
、臨
床
心
理
士
、

行
政
相
談
委
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
日
頃

の
悩
み
を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

秘
密
厳
守
で
相
談
は
無
料
で
す
。
※
予

約
優
先

内
容　

無
料
法
律
相
談
、
心
の
相
談
、

生
活
資
金
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
・
暮
ら
し

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

期
日　

10
月
19
日
㈭

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

※
広
報
ひ
と
よ
し
9
月
15
日
号
で
、
10

月
22
日
㈰
開
催
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
日
程
を
変
更
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

夕
方
か
ら
の
無
料
法
律
相
談
会

　

熊
本
大
学
法
科
大
学
院
（
研
究
者
と

弁
護
士
の
共
同
チ
ー
ム
）
の
無
料
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
研
究
・
教
育

の
一
環
と
し
て
教
員
と
学
生
が
相
談
に

同
席
し
ま
す
が
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
遠
慮
な
く
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

内
容　

一
般
法
律
問
題
、
家
庭
問
題
、

多
重
債
務
な
ど

期
日　

10
月
27
日
㈮

時
間　

午
後
５
時
～
８
時

場
所　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　

相
談
会
当
日
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
※
受
け
付

け
は
平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
4
時

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
大
学
大
学
院
法

曹
養
成
研
究
科
ロ
ー
セ
ン
タ
ー
法
律

相
談
受
付
（
☎
０
９
６
‐
３
６
３
‐

７
１
１
８
）、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

架
空
請
求
の

メ
ー
ル
や
は
が
き
に
注
意
！

　

有
名
企
業
や
国
の
機
関
を
か
た

り
「
有
料
動
画
閲
覧
の
料
金
滞
納

が
あ
る
」「
差
し
押
さ
え
を
開
始

す
る
」
な
ど
の
メ
ー
ル
や
は
が
き

を
送
り
付
け
る
事
案
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　

メ
ー
ル
な
ど
に
記
載
さ
れ
た
連

絡
先
に
は
絶
対
電
話
を
か
け
ず
、

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警
察
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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Mayor ' s  Diary

人吉の食材を使った人吉の伝統食の作り方を紹介します。

Vol.28

作り方

⑰

保健センター子育て通信

問 すくすく子育てセンター
     (市保健センター健康増進係 ☎２４－８４２０)

問 人吉球磨日本遺産活用協議会
　 （市歴史文化課内　☎２２－２３２４)
ホームページ　http://hitoyoshi-kuma-heritage.jp/

ふ
る
さ
と
の
食
指
南
書
作
成
委
員
会 

会
長
　
山
上 

日
出
世
さ
ん

人吉市長　松岡 隼人

この季節の郷土料理と言ったらこれ

「おもし飯」

もち米（５カップ）／アズキ（1/2 カップ）／塩（少々）

▲アズキともち米の食感を楽しむ「おもし飯」と「つぼん汁」（右）

　秋も深まり、おくんち祭も近づい
てきました。
　この時季の人吉球磨地方の定番料
理と言えばおもし飯とつぼん汁。お
もしとは蒸すことを意味します。ア
ズキの量を好みで調整したり、秋の
味覚の栗をむき栗にして入れたり
と、家庭で季節を感じるおもし飯作
りに挑戦してみてください！

材 料（各５人分）

① もち米を洗って、一晩水に漬けておく
② アズキは弱火で固めにゆで、アズキと汁に分ける
③ もち米の水気を切って、アズキを混ぜ、布を敷いた蒸し器にもち
 　米を入れて蒸す
④ 40 ～ 50 分蒸して軟らかくなったら、塩を入れたアズキの汁で 
　 打ち水してさらに 10 ～ 20 分蒸す
⑤ 火を止めてそのまま少し蒸したら出来上がり！

17 番の演目が伝承される球磨神楽
　人吉球磨地方では 10 月８日の青井阿蘇
神社を皮切りに、40 以上の神社の秋祭り
で国指定重要無形民俗文化財の球磨神楽が
奉納されます。その中で、現存する 17 番
の演目が全て舞われるのは 10 月８日夜の
青井阿蘇神社だけです。
　球磨神楽は、小学生から 80 代の幅広い
年代の神

か ぐ ら

楽手
て

たちが、御
ご へ い

幣・鈴・扇・刀な
どを手に、笛や太鼓に合わせて神様に向
かって舞います。神楽は、神降ろしの式神
楽に始まり、はらい清め、五穀豊穣への感
謝、神と親しむ神遊びなど、さまざまな意
味合いがある舞が続きます。剣を持って跳
躍する激しい舞やコミカルな獅子の舞、呪
術的要素の強い舞などさまざま。最後に神
前に供えた餅がまかれ、神楽を見にきた
人々は縁起の良い餅を手に我が家に福を持
ち帰るのです。

▲おくんち祭期間中の 10 月８日には神
か ぐ ら で ん

楽殿で球磨神楽が奉納される

球
く ま か ぐ ら

磨神楽

子宮頸
けい

がん・乳がん検診を受けて、笑顔で生き生きと
　子育て真っただ中で、自分の体は後回しにしてい
るお母さんはいませんか？ 子どもは、健康でニコ
ニコ笑顔のお母さんが大好き！ 子宮頸がん・乳が
んは、女性なら誰もがなりうる病気で、早期発見す
ることが大切です。自分のため、子どものために子
宮頸がん・乳がん検診を受けましょう。

子宮頸がんとは？
　30 ～ 40歳代に多いがんです。ヒトパピローマウイ
ルスが原因で発症します。増殖のスピードが非常に遅
いため早期発見しやすく、治療しやすいがんです。

【検査方法】　
子宮の入口の細胞を採り、異常がないか顕微鏡で確
認します。

乳がんとは？　
　日本人女性の12人に１人がかかり、30歳代から

増え始め40歳代後半から50歳代前半に多いがんで
す。治りやすいがんの一つですが、発見が遅れると
転移しやすいため油断できません。

【検査方法】
超音波（エコー）検査とＸ線（マンモグラフィー）
検査の２つの方法があります。

【自己検診の勧め】
乳がんは自分で発見できる数少ないがんです。定期
検診に加え、月に一度は自己検診を行いましょう！

　市では、女性対象のがん検
診を実施します。対象や実施
時期など詳しくはお問い合わ
せください。

　

９
月
は
、
12
年
ぶ
り
に
人
吉
球
磨

地
域
で
県
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
２
日
間
の
予

定
で
し
た
が
、
台
風
18
号
の
接
近
に

伴
い
競
技
内
容
も
変
更
さ
れ
、
１
日

だ
け
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
選
手
や
関
係
者
の
思
い
出
に

残
る
素
晴
ら
し
い
大
会
に
す
る
た
め

に
、
第
１
回
の
実
行
委
員
会
を
昨
年

９
月
に
開
き
、
そ
れ
か
ら
着
々
と
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
選
手
の
皆

さ
ん
も
、
2
年
ぶ
り
と
な
る
大
会
に

向
け
て
練
習
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

大
会
当
日
は
、
私
も
で
き
る
限
り

会
場
に
行
き
、
人
吉
市
選
手
団
を
応

援
し
ま
し
た
。
ど
の
会
場
で
も
白
熱

し
た
真
剣
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

選
手
な
ら
び
に
応
援
団
の
熱
意
を
感

じ
ま
し
た
。
１
日
だ
け
で
も
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
本
当
に
よ
か
っ
た
な

と
感
じ
た
と
と
も
に
、
素
晴
ら
し
い

大
会
に
な
り
ま
し
た
。
人
吉
市
は
総

合
5
位
と
い
う
結
果
で
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
人
吉

市
民
一
人
一
人
の
力
の
積
み
重
ね
の

結
果
で
す
。
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ

ま
の
力
を
結
集
し
、
一
人
の
１
０
０

歩
よ
り
、
１
０
０
人
の
一
歩
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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３歳までの子どもの写真募集中！
応募・問合せ　〒 868-8601
人吉市下城本町 1578 番地１
市企画課広報担当

（☎ 22–2111  内線 2222）
電子メール
kikaku@hitoyoshi.kumamoto.jp
↑はＱＲコードから読み取れます

連絡先を忘れずに

■ 

編
集
後
記 

■

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感
想

や
人
吉
へ
の
思
い
、
身
近
な
出
来

事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
下
記
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
り
ま
す
。
10
月
25
日
㈬
必

着
。

宛
先　

〒
８
６
８
‐
８
６
０
１　

人

吉
市
下
城
本
町
１
５
７
８
番
地
１ 

市
企
画
課
広
報
担
当

電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
hitoyoshi.kum

am
oto.jp

※
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　おたよりコーナーにご応募いただいた方の中から抽選で、人吉市のふるさと納税返礼品にご協力いただいている
事業所から商品をプレゼントします。皆さんからのご応募お待ちしています！ 

人吉市ではふるさと納税の返礼品を多数そろえています。市外に住む家族や友人にぜひご紹介ください！
ふるさと納税の返礼品に出品いただける商品も募集しています。詳しくはお問い合わせください。
問合せ　市企画課シティプロモーション推進室（☎２２－２１１１  内線２２２２）

肌
寒
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
風
邪

を
ひ
い
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を

崩
し
や
す
い
の
で
、
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

今
回
、
市
役
所
麓
町
本
庁

舎
の
特
集
を
掲
載
し
ま
し

た
。
熊
本
地
震
の
時
は
、
仕

事
中
に
余
震
が
あ
る
た
び
怖

い
思
い
を
し
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
10
月
29
日

㈰
に
開
催
す
る
閉
庁
式
に

は
、
ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ
ん
も

お
越
し
く
だ
さ
い
。（
渡
邊
）

■ 次号 11 月１日号のおたよりコーナーのプレゼント ■

「釜田醸造所」の山海の味セット

　

阿
蘇
郡
小
国
町
の
木も
っ
こ
ん
か
ん

魂
館
で

９
月
13
日
～
15
日
に
開
催
さ
れ
た

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

九
州
サ

ミ
ッ
ト 

in 

小
国
」
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
九
州
各
地
か
ら
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
集
ま
り
、
約
90

人
が
参
加
。
人
吉
球
磨
地
域
か
ら

も
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
ま
ち
と
し
ご
と
総

合
研
究
所
代
表
の
東
信の
ぶ
ふ
み史
さ
ん
が

講
師
と
し
て
講
義
。
各
地
域
の
協

力
隊
が
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、「
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
」「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」「
マ
グ

ネ
ッ
ト
テ
ー
ブ
ル
」と
い
う
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
が
変
わ
る
ご

と
に
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
も
変
わ

る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
協
力
隊
と

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　

２
日
目
は
、
元
福
岡
県
柳
川
市

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
阿
部
昭あ
き
ひ
こ彦

さ
ん
と
宮
崎
県
川
南
町
地
域
お
こ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
平
成
29

年
度
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
「
人

吉
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
隊
員

の
日
々
の
活
動
を
お
届
け
し
て
い

き
ま
す
。

し
協
力
隊
の
高た
か
は
ぎ
ま
こ
と

萩
誠
さ
ん
が
講

義
。
二
人
が
協
力
隊
と
し
て
経
験

し
て
き
た
こ
と
や
、
実
行
し
て
い

る
こ
と
を
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
い
な

が
ら
面
白
く
楽
し
く
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

３
日
目
は
、
津
屋
崎
ブ
ラ
ン
チ

L
L
P
代
表
の
山
口
覚さ
と
るさ
ん
の
基

調
講
演
が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
や

人
と
の
つ
な
が
り
方
な
ど
の
話
し

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
以
外
に
小
国
町
森
林
組
合

の
紹
介
も
あ
り
、
木
の
大
切
さ
や

間
伐
の
大
切
さ
、
間
伐
で
C
O
2

削
減
な
ど
地
球
環
境
に
ど
れ
だ
け

の
影
響
を
与
え
る
か
を
学
び
ま
し

た
。

　

九
州
サ
ミ
ッ
ト
で
し
か
学
べ
な

い
こ
と
や
小
国
町
で
し
か
体
験
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
参
加
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。

人吉市地域おこし協力隊

隊員　今
いまおか

岡  千
ち あ き

晶　昭和６年創業。みそ・しょうゆをこだわりの製法で造り続けて
いる釜田醸造所から人気 NO.1 の「山海の味セット」をお一人様
にプレゼント !!
　釜田醸造所製造の「うまくちしょうゆ」で丁寧に炊きあげられ
た「木くらげとわかめの佃煮・昆布の佃煮」のセットです。
　ごはんのお供や、酒のお供にもお薦めです !
■問合せ　釜田醸造所
　　　　　（鍛冶屋町 16　☎０１２０- ８１- ３１６４）

★
義
母
は
と
て
も
料
理
上
手
な
女

性
で
し
た
。
特
に
手
作
り
の
コ
ン

ニ
ャ
ク
は
コ
リ
コ
リ
し
て
美
味
で

し
た
。

　

広
報
ひ
と
よ
し
9
月
１
日
号

の
「
ひ
と
よ
し
の
お
ご
ち
そ
う
」

コ
ー
ナ
ー
の
蒸
し
パ
ン
も
義
母
の

得
意
料
理
で
、
手
早
く
作
っ
て
い

ま
し
た
。
懐
か
し
い
の
で
作
っ
て

み
ま
す
ね
！

平
林
さ
ん
（
赤
池
水
無
町
）

●
私
も
子
ど
も
の
と
き
は
、
よ
く

お
や
つ
に
祖
母
が
作
っ
て
く
れ
た

蒸
し
パ
ン
を
食
べ
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
懐
か
し
い
で
す

よ
ね
。「
ひ
と
よ
し
の
お
ご
ち
そ

う
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今
後
も
懐

か
し
く
て
お
い
し
い
地
元
の
料
理

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
、
楽
し
み
に
ご
覧
く
だ

さ
い
！

★
こ
と
し
は
県
民
体
育
祭
が
人
吉

球
磨
地
域
で
行
わ
れ
る
と
言
う
こ

と
で
、
広
報
ひ
と
よ
し
の
９
月
１

日
号
に
そ
の
大
会
の
競
技
と
会
場

が
マ
ッ
プ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

選
手
の
方
の
力
と
技
の
競
い
を

楽
し
み
、
少
し
で
も
人
吉
球
磨
の

活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま

し
た
。P.N

Ｎ
・
Ｍ
さ
ん
（
鶴
田
町
）

●
県
民
体
育
祭
の
応
援
は
行
か
れ

ま
し
た
か
？ 

台
風
が
近
づ
き
開

催
は
１
日
だ
け
で
、
中
止
の
競
技

も
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
会
場
で

も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
選
手
の

皆
さ
ん
の
力
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
開
催
が
１
日
だ
け
だ
っ
た
の

が
残
念
で
す
が
、
そ
れ
で
も
多
く

の
方
に
人
吉
球
磨
地
域
に
お
越
し

い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
に
は
、

改
め
て
人
吉
球
磨
地
域
に
ゆ
っ
く

り
遊
び
に
来
て
い
た
だ
け
た
ら
う

れ
し
い
で
す
ね
。

★
広
報
ひ
と
よ
し
で
、
麓
町
の

市
役
所
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
家
の
ア
ル
バ
ム
を
広

げ
て
探
し
て
み
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
１
枚
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

新
し
い
市
役
所
が
で
き
ま
す

が
、
今
度
の
市
役
所
は
市
民
が
写

真
を
撮
り
た
く
な
る
よ
う
な
も
の

に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

P.N
ゆ
っ
き
ー
の
さ
ん
（
西
間
下
町
）

●
麓
町
本
庁
舎
の
写
真
を
探
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
、
何
と
か
今
回
の
特
集
が
完

成
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
普

段
の
生
活
で
、
市
役
所
の
写
真
を

撮
る
こ
と
は
な
い
で
す
よ
ね
。
約

４
年
後
に
完
成
予
定
の
新
市
庁
舎

は
、
市
民
の
方
も
写
真
が
撮
り
た

く
な
る
よ
う
な
庁
舎
に
な
る
と
う

れ
し
い
で
す
。
新
市
庁
舎
が
完
成

し
た
ら
、
ぜ
ひ
カ
メ
ラ
を
持
っ
て

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
♪

８月にお姉ちゃんにな
りました♪ たくさん遊
ぼうね♪

じじ、ばば、いつもあ
りがとう。これからも
いっぱい遊んでね

これからもたくさんの
ことに挑戦して大きく
なってね

岡
おかざき

崎 瑛
えいしん

心ちゃん 宮
み や お

尾 優
ゆ う ま

真ちゃん 豊
とよはら

原 羽
は る

瑠ちゃん
２歳（合ノ原町）２歳（中青井町） ２歳（下原田町瓜生田）

平成27年１月23日生　平成27年６月18日生 平成26年12月13日生

彰パパ・亜耶ママ圭祐パパ・りえママ 未知留ママ

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

情
報
発
信
中
で
す
♬

▲QＲコード

８
月
の
県
大
会
で
優
勝

し
、
全
国
大
会
出
場

を
つ
か
ん
だ
人
吉
市
女
性
消

防
隊
。
県
大
会
終
了
後
も
さ

ら
な
る
高
み
を
目
指
し
、
隊

員
の
皆
さ
ん
は
練
習
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

先
月
下
旬
の
練
習
日
。
雨

天
の
た
め
屋
外
の
練
習
は
中

止
か
と
思
い
き
や
「
大
会
当

日
も
晴
れ
と
は
限
ら
な
い
」

と
雨
に
打
た
れ
な
が
ら
約
１

時
間
規
律
あ
る
動
作
の
確
認

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

ぞ
消
防
魂
。（
山
本
）
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人 吉 市 の 情 報 を 配 信 中！

スマートフォン専用アプリも便利です！

テレビ（データ放送）を利用した住民情報サービス

 「デタポン」とは？ ＲＫＫテレビのデータ放送でいつでも人吉市からの災害やイ
ベント情報を見ることができます。

問合せ　市防災安全課防災安全係
　　　　（☎２２－２１１１　内線３３７１）

※   テレビで「デタポン」を視聴する場合、インターネット回線は不要です。

視 聴 方 法

① ②

③

ＲＫＫテレビを視聴します

「デタポン」を選び
「決定」を押します

リモコンの

連動データ

上下左右押して操作します

ｄボタンを押します
チャンネル地デジ ３ ｄ

上記の画面でない場合は「天気・ニュース」を選び、「決定」
を押します。番組によっては出ない場合があります。

人吉市を登録しておくと、市からのお知らせ
が画面に届きます。
①  Android の場合＝ Google Play、iphone

の場合＝ App store を開き、「デタポン」
で検索してインストール

②   「更新通知を受信する自治体」で「人吉市」
にチェック

※   アプリは無料ですが、パケット通信料はお客様の
負担になります。

※ Android はドコモだけ動作確認できています。


